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 方法：対象は当科でインフリキシマブによる治療を受けた関節リウマチ患者 96 人である。Fc
γ受容体の遺伝子多型は、PCR 分析により FCGR3A 158F/V と FCGR3B NA1/NA2 を検討した。またグ
ルココルチコイドの使用状況あるいは抗インフリキシマブ抗体の存在を含む、各種背景因子につ
いても合わせて検討を行った。 
 結果：インフリキシマブによる治療開始後の 52 週間で、投与時反応は 17 人(18％)にみられた。
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